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「住宅用火災警報器設置支援事業」を実施します 
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●建物火災のうち、54％が住宅火災 

●建物火災の出火原因の上位は、コンロ・ストーブ・たばこ 

●火災による死者の52％が65歳以上の高齢者 

●死者の発生した経過で62％が逃げ遅れ 

（放火自殺を除く） 

県内における建物火災の発生状況（平成21年） 

　村では、要援護世帯に対し住宅用火災警報器の支給及び取付けについて支援事業を実施します。 

①対象となる方 
　　平成22年９月30日現在、村に住所があり、平成22年度の住民税が非課税世帯で、次のいず
　れかに該当する方（在宅する場合に限ります） 
　・75歳以上の方のみで構成されている世帯 
　・重度障がい者のいる世帯 
　（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳Ａを所持している方がいる
　　世帯） 
　・特別障害者手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当のいずれかを受給している方がいる世帯
　　等 

②支援の内容 
　　１世帯につき、１個の住宅用火災警報器と取り付けを現物支給します。 

③その他 
　　平成23年１月末までに、対象となる方へ申請等についてご案内します。 

問い合わせ先 

役場総務課 総務班 
TEL　64－１４７６ 
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◆「後発医薬品」とは… 
　「後発医薬品」とは、先発医薬品（最初に作られた薬）の特許期間の終了後に、先発医薬品と同じ成

分を使って製造されるもので、効き目や安全性は確認されています。後発医薬品は、先発医薬品に比べ

て低価格で、薬代の負担を減らすとともに、医療費節約で医療保険制度の安定にもつながります。 

  

 

 

 

 

 

 
◆ 後発医薬品を利用するには… 
　処方箋にある「後発医薬品への変更不可」の欄に、医師からのサインがなければ後発医薬品への変更

が可能なので、薬剤師に相談してみましょう。 

　また、病院内で薬をもらう院内薬局の場合は、医師に後発医薬品への変更が可能か相談してみましょ

う。 

 

◆「後発医薬品希望カード」を活用しましょう 
　右の「後発医薬品希望カード」を医師や薬剤師に見せれば、 

後発医薬品に変更の意思があることが簡単に伝わります。 

　右のカードは、役場受付窓口にも用意しています。 

 

◆後発医薬品を利用した場合どのくらい 
　安くなるの？ 
　後発医薬品が安価とはいえ、同じ有効成分の後発 

医薬品を複数の製薬会社が製造していますので、そ 

の製造会社ごとに値段も違います。 

　右の図は、ある先発医薬品と２社の後発医薬品を 

比較した結果です。一つの薬を後発医薬品に変える 

だけでこれだけの差が出るので、数種の薬を併用し 

ているほど、薬代の負担が減らせるはずです。 

　医療費抑制のためにも、後発医薬品の利用にご協 

力をお願いします。 

 

Vol .７　後発医薬品を利用しましょう 

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL　６４－１４７２ 

こうはつ い やくひん 

先発医薬品と後発医薬品の薬代の比較（例） 

先発医薬品 A（５mg） 
28日分（１日２錠）　1 , 0 9 2円 

１年間では　13,104円 

後発医薬品 B（５mg） 
28日分（１日２錠）　58 8円 

１年間では　7,056円 

後発医薬品 C（５mg） 
28日分（１日２錠）　50 4円 

１年間では　6,048円 

これだけの差があります 

・・ 

・・・・・・ 

・・・・・・ 


